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〔前期〕

1 情報教育の意義と目標
情報教育の意義と目標、必要性について答申等の資料や
学習指導要領から読み解く。

2 情報科教育の変遷と背景
社会の変化と情報技術の活用について理解を深め、情報
活用能力の３観点について解説する。情報化の進展に伴
い、学校教育に求められる情報教育について、これまで
の情報教育の変遷をたどりながら考察する。

3 情報科の教育課程
共通教科「情報」における目標、内容の取扱いを学習指
導要領から概観する。また、情報科の設置と情報科教育
の改訂の経緯について解説する。

4  情報科教育の構成と目標
共通教科情報科(1・Ⅱ)及び専門教科情報科のねらいにつ
いて解説し、中学校の技術科との関係について理解す
る。また、共通教科情報科の内容を概観する。

5 専門教科情報科の各科目内容
専門教科情報科の各科目及び、工業高校において「共通
教科情報科」の代替科目として設置されている「工業情
報数理」についてその内容を概観する。

6 発達段階に応じた情報教育の学び
小・中・高等学校を通した情報教育と高等学校情報科の
位置付けを考え、各発達段階に応じた情報教育の学びの
内容について解説する。

7 情報の検索と収集
情報活用能力を高めるための指導内容・方法について解
説し、情報の検索と収集の方法等に関する教材の作成と
発表を行う。

8 情報処理と情報発信の実践力
情報処理と情報発信に関するの実践力を高めるための指
導内容・方法、留意点について解説する。実際に学校で
活用しているソフトを利用し、データの活用について解
説する。

9 教育の情報化支援と教員養成
ICT 教育の整備と GIGA スクール構想について理解を深
め、今後の教育の情報化のための具体的な支援と教員養
成について解説する。また、教員研修についても触れ
る。

10 学校での情報化の進展
高度情報通信化の進展による社会や学校、子供・生徒の
変化について調査し、事例を通して検討し発表する。ま
た、教育 DX(校務 DX)について解説し、実際の学校シ
ステムの理解を深める。

11 情報モラルの育成
情報モラルに関する指導内容・方法を解説し、情報の発
信に関する課題について調査を行う。実際の学校現場で
の生徒指導例を紹介し解説する。

12 情報セキュリティ
情報セキュリティの向上と重要性について、実際の学校
現場での例を紹介し解説する。また、情報セキュリティ
上での課題を調査し、学校教育の情報化推進について考
察する。

13 前期の学修のまとめ
第 11 回～第 12 回で調査した教材について発表し、相互
評価及びフィードバックとしての講評を行う。前期の学
修のまとめとして、論述試験を行い、フィードバックと
して解説する。

〔後期〕

1 情報の科学的理解 
情報の科学的理解と活用に関する指導内容・方法、指導
上の留意点について解説する。教科情報・専門教科情報
とを連動させながら解説する。情報社会を生きる資質と
能力について理解する。

2 情報通信技術の活用と教育実践のためのツール
学校教育での ICT の活用法について解説し、情報通信
ネットワーク、電子黒板、タブレット端末などの利用方
法を理解する。教科情報・専門教科情報の具体的な活用
法を検討する。

3 デジタルとアナログ
デジタルとアナログを題材に、数値の表し方として 2 進
数と 16 進数の概念をわかりやすく理解させるための教
材を検討し、その授業方法を発表する。また採用試験で
頻出する問題を取上げ解説する。

4 論理回路 
コンピュータの動作の基本である論理回路を理解し、論
理回路の概念理解のための教材について検討し、発表す
る。また採用試験で頻出する問題を取上げ解説する。

5 コミュニケーションと情報デザイン
メディアの特徴やコミュニケーション手段の特徴につい
て解説する。また、情報をデザインの意味・役割につい
て理解し、それぞれをいかに選択・表現し、評価するか
を考察する。

6 情報伝達の仕組み
情報伝達の仕組み、インターネットの仕組みをわかりや
すく理解させるための教材を検討する。

7 問題解決の手法 
ブレインストーミング、KJ 法等を理解し、演習課題を
実施する。また、表計算ソフトを活用し、問題解決に必
要な技術を修得する。

8 問題解決のための ICT 活用
表計算ソフトの演習問題を通して、関数を活用した統計
処理と分析を行い、模擬授業形式で発表する。アルゴリ
ズムを流れ図で示し、プログラムの実際を理解する。

9  情報科における指導計画(1)
情報科の授業における指導計画、評価計画、学習指導案
の作成方法について解説する。教育方法Ⅰ・Ⅱで学修した
板書や発問等の技術方法を再確認する。

10 情報科における指導計画(2)
情報科の授業における指導計画、評価計画、学習指導案
の作成方法について解説する。教育方法で学修した具体
的な方法を再確認し、学習指導案を作成し発表する。

11 情報科における学習指導案の作成と模擬授業(1)
情報の科学的理解に関する教材を題材にして、教育実習
で担当する各情報教科の学習指導案を作成し、模擬授業
を行う。相互評価と研究協議、フィードバックとしての
講評を行う(１)。

12 情報科における学習指導案の作成と模擬授業(2)
情報の科学的理解に関する教材を題材にして、教育実習
で担当する情報教科の学習指導案を作成し、模擬授業を
行う。相互評価と研究協議、フィードバックとしての講
評を行う(２)。

13 教育改革の動向と後期の学修のまとめ
教育改革や教育研究の動向を解説し、発展的な学習を含
めた授業改善に向け、研究協議を行う。後期の学修のま
とめとして、論述試験を行い、フィードバックとして評
価する。
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■授業の目的及び到達目標
情報科の教育課程、指導内容・方法等について法令、学習指導要領、各種報告書等を通して理解するとともに、教材・
学習指導案の作成、模擬授業の実践、事例研究等を通して情報科の授業における実践力の育成を図ることを目的とする。
学習指導要領に示された情報科の目標、指導内容、指導上の留意点、学習評価等を理解し、学習指導案の作成、模擬授
業等を通して具体的に授業実践力を修得することを到達目標とする。
■授業計画

■授業の方法
毎回テーマを定めて、資料等を活用し講義及び課題解決学習を行う。実習、教材作成、演習、模擬授業、研究協議など
の学習を多く取り入れ、実践的な学びを重視する。後期には学習指導案を作成し、模擬授業を実施する。授業の展開に
よって、個人パソコンを持参し、利用する。
■予習・復習
予習：ブラックボードに示した教材を事前に読み込み、学習指導案、模擬授業の準備を行う。
復習：授業で示した課題を整理し、自分の考えをまとめ提出する。教材や指導案を作成し、授業で発表する。
■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
前後期とも論述形式の試験を行い、到達度を評価する。後期には模擬授業の実施状況、学習指導案の作成状況を評価す
る。試験５０％、学修への取組状況（模擬授業、学習指導案作成、課題の達成状況等）５０％
■教科書・参考書
・参考書：文部科学省「高等学校学習指導要領解説－情報編－」を使用する。具体的な実習授業について実際に授業を
撮影した映像なども利用する。授業内で参考資料を配布する。
■関連する科目

「教育方法Ⅰ・Ⅱ」「教育方法」で学修した授業技術を確認する。「教育実習（事前・事後指導）」及び「教育実習Ⅰ」の履修
につなげていく。工業科教育法及び技術科教育法の関連分野も参考にする。


